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心理学研究における理想自己の位置づけ

高橋紀子

Ｉはじめに

「カウンセリングがうまくいく」とは、クライ

エントにどのような変化をもたらすのか。

この問いに対してロジャーズ（Rogers,1951,

1956,1959）は“自己概念の再体制化，，という

ひとつの答えを出した。そしてその変化は理想

自己と現実自己の差異の縮小としてあらわれる

と実証した。

理想自己と現実自己の差異とは即ち、こうあ

りたいと思う自己イメージと実際の自分に対す

る自己イメージのギャップを意味する。カウン

セリング前は、この２つの自己イメージの間に

は相関がないかもし〈は低い。しかしカウンセ

リング後には、理想自己と現実自己の問には正

の相関が生じ、かっこの２つの自己イメージの

差異は小さくなることが明らかにされた。

この報告以降、理想自己と現実自己の差異は

カウンセリングによるクライエントの変化をみ

る指標という枠を超え、自己受容や自尊感情を

評定する視点として捉えられるようになった。

そして理想自己についても多くの研究が蓄積さ

れた。

しかし、これらの研究の多くは自己心理学の

文脈からなされており、得られた知見は必ずし

も心理臨床に直結できるものではない。つま

り、自己という視点からの心の仕組みや働きは

検討されても、それがクライエント理解におい

ていかに有効か否かの検討は充分にされている

とは言いがたい現状にある。

またロジャーズの示した来談者中心療法にお

いても、理想自己と現実自己等で代表される彼

のパーソナリティ理論がどのようにカウンセ

リング理論と関係しているのかの検討も充分と

はいいがたい。その結果、来談者中心療法は暖

昧なものとして暖昧に理解されている側面があ

る。

以上を踏まえ、本稿ではまず「理想自己」に

関する研究の動向を整理することを第一の目的

とする。その上で、心理臨床の分野において理

想自己研究で得られた知見を、今後クライエン

ト理解のひとつの視点として用いる上での課題

を検討することを第二の目的とする。

Ⅱ理想自己が研究される心理学領域の推移

まず、理想自己研究全体の傾向を外観し、臨

床分野における理想自己の位置づけを整理する

こととする。

「理想自己」をキーワードとする年度別の論

文数をＦｉｇｌに示す。

Ｆｉｇｌをみると、理想自己研究は1981年以前

と、1990年以降の２期に分割される。

次に'981年以前と1990年以降それぞれの理想

自己研究について心理学領域別に分類したもの

をTablelに示す。これによると、1981年以前は

実験心理学の割合が大きいのに対し、1991年以

Fig.１発行年別「理想自己」をキーワードにした研究数京都文教大学臨床心理学部臨床心理学科専任講師
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Tableｌ心理学領域別の「理想自己」をキーワード

とする研究数

Table２心理学以外の領域における「理想自己」を

キーワードとする研究数（96）

１９８１年以前１９９１年以降 １９８１年以前１９９１年以降

社会心理学

臨床心理学

発達心理学

総合心理学

心理学

教育心理学

応用心理学

精神分析

実験心理学

２(3.9）

6(11.8）

０

９(17.6）

０

８(15.7）

6(１１．８）

０

１０(9.6）

33(25.0）

２２(16.7）

１４(10.6）

１３(9.8）

１１(8.3）

７(5.3）

２(1.5）

２(1.5）

０

教育学

精神医学

人類学

薬物乱用

応用物理学

生物医学

女性学

社会科学

ビジネス

物理化学

神経医学

小児学

社会学

その他

印
印
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
●

５
３
Ｉ
く

３
２ ３(2.3）

１１(8.3）

５(3.8）

４(3.0）

４(3.0）

３(2.3）

３(2.3）

３(2.3）

３(2.3）

３(2.3）

２(1.5）

２(1.5）

２(1.5）

１２(9.0）

降は、社会心理学が全体の25％を占めることが

わかる。このことから1981年以前と1991年以降

の理想自己研究の違いのひとつとして、実験心

理学と社会心理学といった心理学領域上の違い

を挙げることができよう。

近年の社会心理学の立場からの自己を扱

う研究では、１９８７年に発表されたヒギンズ

（Higgins,1987）のselfdiscrepancy理論が多

く引用されている。ヒギンズは、理想自己と現

実自己の差異は主に抑うつと関連しており、ま

た義務自己と現実自己の差異は不安と関連する

ことをselfdiscrepancy理論としてまとめた。

この発表以降、理想自己は抑うつや不安の文

脈から論じられることが増えたようである（cf

Watsonetal2001）。

なお、臨床心理学における理想自己研究の本

数は、1981年以前が全体の118％、1990年以降

が16.7％と、大きな変化はみられない。

その一方で、臨床分野全般でみると、理想自

己を扱った研究は、精神医学や小児学等その領

域は拡大している。心理学以外の学問分野での

理想自己研究の数の詳細をTable2に示す。

以上より、理想自己研究は1991年以降、社会

心理学の立場でなされることが多くなり、臨床

的立場から扱われる理想自己研究は、全体の中

での主流ではないことが示された。しかしなが

ら、臨床領域でも一定のペースで検討は重ねら

れており、また臨床分野全般で理想自己の概念

は広く用いられる傾向が見られることが明らか

になった。

Ⅲ臨床分野における理想自己

次に、1991年以降発表された臨床心理学と精

神医学等の臨床分野における論文を中心に、

臨床分野における理想自己の位置づけを検討す

る。

（１）理想自己と心理面接技法の関係

先に述べたように、理想自己という概念を最初

に提示したのはロジャーズである。しかし近年、

カウンセリングの効果や変化を説明する言葉のひ

とつとして理想自己が用いられる時、そのカウン

セリングが来談者中心療法であることは必要条件

ではなくなっている。それは精神分析（Bassleret

aL1996）や、認知療法（ClarkeetaL2000）、そ

して家族療法（AndroutsopouloU2001）の効果

を示す論文の中で、理想自己の概念が用いられ

ることがあることからも伺える。

また、RoleConstructRepertyTest（RCR

Test）を用いてクライエントのパーソナリティ

構造を検討する際に、理想自己の視点も加えた

研究もある（cfFreshwateretaL2001）。

このように、理想自己は、あくまで自己概念

のひとつとして捉えられており、ロジャーズの

来談者中心療法やパーソナリティ理論の枠組み

は、必ずしも前提とされないようである。

なお、このＲＣＲ－Ｔｅｓｔとは、ケリー（Kelly，
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1955）が提示する個人的構成概念の心理学を

理論的背景とし作成したパーソナリティ検査

である。RCR-Testは、臨床領域（cfBrumfitt，

１９８５；Dunnett，1988）や教育領域（Ｃｆ伊藤，

１９９９；Diamond,1985,1988；Phillips,1985）、

そして産業領域（ｃｆＢｒｏｗｎ＆Detoy,１９８８；

Jacksonl988）と各方面での適用が試みられて

いる。

ケリーの理論とロジヤーズの理論には、人間

を能動的な存在として位置づけ、人間を全体

的体系としてみる事など、共通点が多いとされ

る（若林,1992）。しかし、RCR-Testには知的

能力をも測定する可能性を持ち（金井・若林，

1983；若林，1983）、その検査自体が被験者に

かなりの知的水準を要求する点など、問題も残

されている。とはいえ、パーソナリティ理論を

ベースとして、各領域への実践的な適用の試み

がなされている点は、今後ロジャーズのパーソ

ナリティ理論で用いられる理想自己の概念を臨

床に適用する方法を検討するうえでのヒントに

なるかもしれない。

①精神疾患

先にも述べたように、ヒギンズのSelf-

discrepancytheory以降、理想自己は、抑うつ

や不安の文脈から論じられることが多い。臨

床分野でも感情障害(Ｂｏｋｅｒｅｔａｌ，2000)、社

会不安障害(Ｍａｒｋ＆Debral999)、躁鯵病

(Lambotte,2003）、パラノイア(GarfieldetaL

l991；Kindermanetal,2003)、自殺念慮のある

青年の自己像(Israeletal,1998）を対象とした

研究がある。

また、ポデイイメージ（Ｓｔｒａｕｍａｎ＆

Grenbergl994）や過食行動(Klingenspor，

2002）をはじめとする摂食にまつわる研究があ

る。その対象は､摂食障害のクライエント(Sarah

＆Susan,2002)から青年女』性のやせ願望(Durkm

＆Parton,2002)、そして思春期の理想体形基準

(Collins，1991）と、病態水準、対象年齢ともに

幅広い。これらの精神疾,患の理解の場合、理想

自己は現実自己との差異から自尊感情や自己評

価を表す指標として用いられることが多い。

②嗜癖・依存

また、selfregulation理論の枠組みの中で、ア

ルコール依存（Wolfe＆Maisto,2000）やコカ

イン中毒（Kelly＆Thomas,1993）等、物質依

存症を理解する上で理想自己の概念が用いられ

ることもある。また、嗜癖行動として、Ｗｅｉｓｓ

ｅｔａｌ（2003）による若者の喫煙心理の検討もな

されている。

Selfregulation理論を用い依存症を理解する

時、理想自己は動機付けや指針として位置づけ

られる。だが、現実自己との差異を求めるもの

も中にはある。例えばBailey＆Ｓｍiｓ（1991）

は、アルコール依存症を対象に、飲酒時と禁酒

時の自己と理想自己の関係から、治療を受ける

ことによる`患者の自己像の変化を検討した。な

お、この領域ではアルコール摂取過多の大学生

に対する援助アプローチの検討（ＮｅａｌＤＪ＆

CareyKB,2004）等、具体的介入への応用へ

の試みもなされている。

（２）理想自己の位置づけと研究対象

理想自己は、現実自己との差異スコアにより

自尊感情や自己評価を表す指標として用いられ

ることが多い。しかし中には、selfregulation理

論の枠組みの中で、理想自己という言葉が用い

られることもある。selfregulation理論とは人間

の自発的で自律的な動機付けメカニズムを体系

的にとらえた理論である。Selfregulationは日本

語では、「自己調整（崎浜，2001）」や「自己

制御機能（樟本,2003）」と訳され、この理論

は教育実践場面や臨床場面において有用性が確

認されつつある。ここで理想自己は動機づけの

ひとつの方向`性として位置づけられる。

そして、理想自己によって説明される病態水

準は、問題行動や不適応状態にあるレベルか

ら、神経症、妄想までと幅広い。

以下、研究対象を①不安や抑うつをはじめと

する精神疾患、②嗜癖や依存、③心理臨床以外

の医療分野の３つに分類し報告する。

③心理臨床以外の医療分野

医療分野でも理想自己の概念は用いられるこ
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究の多くは実証的なデータに寄りかかり過ぎて

おり、その意味付けがほとんどなされていない

ものが多いとした。

すなわち、理想自己の数値の高低に留まら

ず、その結果の示すところや理想自己の個人に

よる位置づけを質的に理解することの必要`性が

再認識されるようになった。

この流れは、理想自己をひとつの抽象的概念

としてだけでなく、より実感を伴うものとして

位置づけることに繋がるだろう。そして再考さ

れた理想自己の知見は、今後理想自己で得られ

た知見を臨床に適応する上で多いに貢献すると

期待される。

とがある。

例えばＷａｔｅｒｓｅｔａｌ(2004）は慢性腰痛の方

の痛みへの順応の仕方と心的構えの関連の研

究の中で理想自己の概念を利用した。他にも

癌(HeidrichetaLl994)、先天的心臓病(Ｗray

＆Ｓｅｎｓｋｅｙ」998)、性的虐待を受けた経験

(GautheiretaLl991），脊髄損傷(Kennedyet

al2003）等の、特定の症状や経験を有する人々

を対象とした研究に理想自己の概念による理解

が報告されている。

Ｗａｌｔｅｒｅｔａｌ（2003）は、肝移植実施後と実施

前のドナーの性格特性と、ドナーを受け取る側

の関係性について検討した。これは肝移植のド

ナーになる決意の固い群は、理想自己と現実自

己の差異の小さい結果を元に、自己決断した満

足感を表す指標として、現実自己との差異を用

いている。医療以外でも、子どもに性的いたず

らをする犯罪者の心理理解を目的に、彼らの現

実自己像の傾向と理想自己と現実自己の差異を

求める研究もある（Horley＆Quinsey,1994）。

（２）文化要因の考慮

しかし研究の範囲を日本に限定した場合、臨

床研究の中で理想自己の視点が用いられること

は少ない。

その原因のひとつに、日本の場合、理想自己

と現実自己の差異と適応の関連には、欧米諸国

ほど一貫した結果は得られていないことがあげ

られる。

理想自己と現実自己の差異が適応と直結しな

い現状の中「理想自己と現実自己の差異の程

度は適応と関連する」という前提が揺らぐ日本

の場合、欧米諸国のモデルをそのまま適用する

ことが適切でないことも認識されるようになっ

た。

この認識は理想自己の分野に限らず、自己の

あり方そのものについて文化的側面を考慮する

重要'性が注目されている。

例えば、Markus＆Kitayama（1991）や北

山（1994）は、それぞれが身を置いている文化

に適応しつつ生きていくためには、自我のあ

り方がそもそも異なってくることを強調し、

自我と関係`性の２軸を用いて、欧米タイプを

「相互独立的自己観（independentconstrual

ofself）」、日本タイプを「相互協調的自己観

（interdependentconstrualself）」と２つのプ

ロトタイプとして示した。

こうした自我のあり方は、それぞれの文化に

おける様々な習'慣、風習、そして社会的システ

ム等から派生するライフタスクに反映されると

Ⅳ臨床への応用可能性と課題

（１）測定法と理想自己の持つ意味の再考

ロジャーズ以降、適応の指標として用いられ

ることの多かった理想自己と現実自己の差異

スコアであるが、自己受容や自尊感情との間に

有意な相関がみられない報告もなされるように

なった（cfHoge,、Ｒ＆McCarthy,1983）。

その事実は、これまでの理想自己の意味や位置

づけを再考する機会となり、従来の測定方法

の見直し（遠藤，1992）が再考され、理想自己

の持つ多義性にも焦点があてられた（Cf水間

l998a）。

水間（l998b）は、理想自己と現実自己の差

異が適応と一貫した結果を得られない状況に加

え、全体の自己ヘの評価を直接的に問う尺度の

妥当`性を認めながらも、シンプルな方法論はそ

れゆえに情報が淘汰され、高低というごく抽象

的な時限でしか論及できなくなることを指摘し

た。そして、その肯定的もしくは否定的な結果

が個人にとっていかなる意味を持つのかを議論

する必要性を述べた。

梶田（2002）も、これまでの自己に関する研
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される。

また、日本人は個人以上に周囲との和を意識

し重視する傾向があるとされる。田中（2002）

は、「日本人にとって自分とは、他者との関係

性によって成立する自分であり、したがって他

者がこちらの関係と無関係な場合には自分がな

いということになる」と述べた。土居（1971）

も、「日本語の自分という表現が成り立つ為に

は、この表現を用いる個人と周囲の人との人間

関係が必要」と指摘する。

このように、日本人は適応を周囲との調和の

中に見いだす傾向があり、理想自己も社会との

関わりの中で形成される要素が強いと予測され

る。理想自己研究の主流である社会心理学の分

野から得られた知見は、社会との関わりの中で

の理想自己の側面を臨床に活かす上で有用なも

のが多いと期待する。
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Ｖまとめ

本稿では、臨床分野における理想自己を巡る

研究の動向を概観することを目的とした。１９９１

年以降の理想自己研究は社会心理学が主流なが

ら、臨床領域全般でも研究され、その範囲は

広がっていた。また臨床領域において理想自己

が用いられる際、その心理援助法やパーソナリ

ティ理解にロジャーズの理論は前提とされな

かった。理想自己は主に現実自己の差異により

自尊感情や自己評価の指標として用いられるこ

とが多い状況にある。しかし差異を求める方法

論や理想自己の持つ意味は自己心理学において

再考されており、より質的な側面を重視する傾

向にある。理想自己の質的側面の検討と、文化

的背景を考慮した日本独自の社会との関わりの

中で形成される理想自己の側面を明確にするこ

とで、理想自己を臨床に活かす橋渡しになる可

能性が示唆された。
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ＡＤＳかαc／

'ｎｅｎｄｓｉｎｔｈｅＳｔｕｄｉｅｓｏｎｌｄｅａｌＳｅｌｈｎＣlinical

Psychology

Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｗａｓｔｏｅｘａｍｉｎｅｔｈｅｃｏｎｃｅｐｔｏｆｉｄｅａｌｓｅｌｆｆｒｏｍａｃlinical

psychologyviewpoint,mainlysurveyingthelatesttrendofresearchesontheidealself・The

viewpointofidealselfwasusedduringtheanalysisoftheeffectsofcounselling，features

ofclients，conditionsandmedicaltreatmentinterventiolLHowever,manyoftheresearches

wereconductedbytakingintoaccountthepremisethatthedifferencebetweentheactual

andidealselfisrelatedtoadaptation・Whentheapplicationofthispremiseisconsideredin

Japan,thelevelofthedifferencesandtherelationwithadaptationaremadeambiguous，

inresponsetothefactthattheculturalcontextandqualitativesemanticattachmentofthe

idealselfwererequiredThecompositionelementｓｏｆｔｈｅｉｄｅａｌｓｅｌｆｗｅｒｅａｌｓｏｓｈｏｗｎａｓａ

possibleviewpointfbrfUturediscussion．


